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エグゼクティブサマリー
技術環境とビジネス環境がより複雑になるにつれ、テクノロジーリーダーは
ますますプレッシャーにさらされています。企業は、IT支出の減少、インフレ、
不透明なマクロ経済情勢などの経済状況に加え、競争上の緊張や技術の変
化によって、テクノロジー投資による新たな価値を求めるようになっています。
サイバー攻撃はさらに頻発し、その手口が巧妙化するほか、規制強化により、
セキュリティチームとコンプライアンスチームへの要求はこれまで以上に高
まっています。

しかし、AIや生成AIなどの新しいテクノロジーが経営陣に自社のケイパビリ
ティや優先事項を再考させるよう促すため、今後効率性とイノベーションが推
進される可能性はこれまで以上に高いでしょう。多くのIT環境下で中核を担う
のが、メインフレームです。60周年を迎えるこのプラットフォームは、企業の最
もミッションクリティカルなワークロードをサポートするハイブリッドIT戦略の
中核となっています。メインフレームの役割と、モダナイゼーションおよびハイ
ブリッドITでの役割をより深く理解するため、キンドリルはColeman Parkes 
Research社に調査を委託し、メインフレームを利用する企業の上級管理職
500人を対象とし、今年で第二回となるグローバル調査を実施しました。

この調査によると、企業のAIと生成AIの採用が早いスピードで進む中、メイ
ンフレームはAIワークロードをホストし実行する最有力候補になりつつあり
ます。さらに、メインフレームに保存されているデータは、新しいAIや生成AI
のユースケースを促進する上で重要が高まりつつあります。生成AIは、モノリ
シックアプリケーションの内部の構造を明らかにし、メインフレームのモダナ
イゼーションの支援とスキル不足の緩和に役立つ可能性があります。つまり、
2024年はメインフレームでAIの導入が浸透する年になると考えられます。

また、キンドリルの調査では、メインフレームのモダナイゼーションが引
き続き素晴らしいビジネス成果をもたらしていることもわかりました。
回答者全体では、メインフレームのモダナイゼーションに対する取り組
みが年間119億ドルのコスト削減につながりました。投資収益率（以下、
ROI）で見ると、その結果は驚異的です。1年間のROIは、アプローチに
よって異なる結果となりました。メインフレームでワークロードをモダナ
イズした企業のROIは114%、メインフレームアプリケーションを他のプ
ラットフォームと統合した企業は145%、メインフレームからアプリケー
ションを移行した企業は225%でした。

このレポートでは、こうした調査結果のほか、セキュリティ上の懸念がモ
ダナイゼーションの計画に与える影響、継続的するスキル不足、ハイブ
リッドIT環境における企業全体の可観測性の必要性などについて詳しく
解説します。

モダナイゼーションの戦略がどの方向性のものでも、その高水準のセ
キュリティ、信頼性、パフォーマンスから、メインフレームはハイブリッ
ドITの中核としての役割を果たし続けています。そして、日常の業務で主
にメインフレームを利用する専門家や組織の変化するニーズに応えなが
ら、進化し続けています。
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今回の調査で判明した5つのポイント

メインフレームでの生成AI活用に対する関心の急激な高まり
を受け、ゲームチェンジャーになりつつある。回答者の86%
が、生成AIツールとソリューションをメインフレーム環境に導
入、または導入を計画していることがわかりました。生成AIが
登場したことで、組織はハイブリッド戦略の一環としてメイン
フレームを活用する方法を一新し、活性化させる可能性がある
と考えられます。

ほぼすべての組織がハイブリッドITを推進。企業は、ハイブ
リッド戦略でミッションクリティカルな業務をモダナイズし、
メインフレームとパブリックおよびプライベートクラウドプラッ
トフォームを統合しています。回答者の96%は、ワークロード
の平均36%をメインフレームから移行しています。

セキュリティは、メインフレームモダナイゼーションに対する
投資の最大の原動力となっています。企業は法規制遵守の必
要性に後押しされ、メインフレームに関連するほぼすべての
意思決定にセキュリティとレジリエンスを織り込んでいます。
回答者の3分の2（66%）は、「メインフレームが提供する機能
の中でセキュリティが最も重要である」と回答しており、92%
は「メインフレームのモダナイゼーションに関する意思決定に
法規制遵守が影響する」と回答しています。

 
 

スキル不足は、特に新しい分野やテクノロジーにおいて、依然
として阻害要因となっています。現状、4社に1社以上の組織で、
依然として大きなスキル不足があります。その他の組織のほとんど
（77%）で、スキル不足の問題が外部企業のサポートで解決しま
した。

企業全体の可観測性は必要不可欠です。しかし、ハイブリッドIT
環境では、この可観測性が欠けているケースが多く見られます。
多くの組織は、業務の改善に役立つ全社的な運用上の洞察を得
ることに苦労しており、92％が、ハイブリッド環境全体で動作す
る単一のダッシュボードを持つことが重要だと回答しています。
このようなダッシュボードは、パフォーマンスの向上に役立ち、
メインフレームの管理に必要なデータを最大限に活用できます。
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メインフレームに 
生成AIツールや 
アプリケーションを 
導入または計画中の 
企業の割合

86%

「メインフレーム環境に統合された生成AIモデルは、
保険データ内の複雑なデータの関係性を分析する上で
役立ちます。

メインフレームシステム内で生成AIを活用することで、
データの中に隠れたパターンや洞察がデータから明らか
になり、リスク評価、価格設定、ターゲットを絞ったマー
ケティングキャンペーンに関するより多くの情報に基づい
た意思決定を行うことができます。」

 – ブラジルの保険会社のCTO

「AIは、大きな可能性を秘めた新しいテクノロジーで
す。ですから、メインフレームのシステムにAIの能力と機
能を統合することは、技術面と変化する状況において、
その関連性と重要性を形成する上で極めて重要な役割
を果たすことになるでしょう。AIとメインフレームの相乗
効果で、イノベーションと最適化への新たな道が開かれ
ます。」

 – オーストラリアの政府機関のICTディレクター

図1: メインフレーム上での生成AIツールとアプリケーションの展開

メインフレームへの生成AI活用に対する関心
は急激に高まり、ゲームチェンジャーになる

AIと生成AIは、複雑な非構造化データへの洞察を提供し、処理速度と
効率性を高め、エラーを削減することで従業員の業務をサポートできる
ほか、既存のアプリケーションの理解とモダナイゼーションをサポートす
ることで、メインフレーム環境を変革することができます。

企業は、生成AIの可能性をはっきりと認識しています。回答者の86％
は、メインフレーム環境に生成AIツールやアプリケーションを導入してい
るか、導入を計画していると回答し、71％は、メインフレームモダナイゼー
ション戦略の一環として、生成AI主導の洞察をすでに導入していると回
答しています。今後12か月間にメインフレームモダナイゼーションに対す
る投資決定を左右するビジネス状況について尋ねたところ、3分の1以上

（36％）が、AI（生成AIを含む）が提供する機会を最も重要な投資決定と
して挙げました。

昨年の調査では、メインフレームのモダナイゼーションを選択した回答
者は、意思決定の主な要因としてセキュリティ、パフォーマンス、信頼性
を挙げました。今年、回答者の3分の1（33％）は、このアプローチの利点
は、メインフレームのデータとアプリケーションでAI機能を使用する機
会であると述べています。

キンドリルの調査では、生成AIの導入を推進する主要な要因が明らかに
なりました。回答者の4割（41%）が、生成AIを使用して人的ミスを削減
し、処理速度の速い、反復可能な運用アクションを作成していると答えて
います。33%は、カスタマーエクスペリエンスの向上（パーソナライゼー
ションの強化など）のためにテクノロジーを活用しています。

回答者の44％は、生成AIの使用に類似の目的があると報告しています。
その目的とは、ミッションクリティカルなデータを最大限に活用し、非構
造化データを実用的な情報に変換することです。3分の1は、生成AIを使
用し、メインフレームで管理されているデータからビジネス上の洞察を引
き出し、新製品やサービスの開発に役立てています。

当然のことながら、ほとんどの組織は最近になって生成AIの導入に着手
したばかりです。その大多数（80%）は、AI統合の初期段階または中期
段階にあります。企業はまだ可能性を模索しており、現在回答者の3分の
1以上（36％）が生成AIの新しいユースケースを見定めようとしています。

他のエマージングテクノロジーと同様に、AIや生成AIの導入を検討しな
い企業も存在します。生成AIの利用を予定しない少数の企業（14％）で
は、セキュリティ上の懸念（41％）、他の優先事項（38％）、規制上の懸念

（35％）を導入しない主な理由としています。
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アプリケーションポートフォリオの一部を 

メインフレームから移行

組織は平均でアプリケーションの 
3分の1以上を 

メインフレームから移行36%

89%
メインフレームが自社のビジネス戦
略と業務にとって極めて重要また
は非常に重要であると回答した企
業の割合 

45%	 データアクセス性が向上

37%	 柔軟性が向上

34%	 信頼性が向上

Move Off

35%	 セキュリティの向上

35%	 コスト削減

33%	 AI機能の活用	

40%	 信頼性が向上

35%	 コスト削減

34%	 性能が向上

Modernize On Integrate With

図2: モダナイゼーションの各アプローチにおけるメリット
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2. メインフレームはハイブリッドIT戦略の 
中核を担う

組織は、クラウドが提供する柔軟性を享受しながら、メインフレームの
性能を活用することを望むようになってきています。昨年と同様、大多数

（89％）の企業が「メインフレームは依然として業務に不可欠である」と
回答し、ほぼすべての回答者が、一部のワークロードをメインフレームか
ら移行しています（96%）。メインフレームとクラウドの両方のメリットを
活用するために、平均してワークロードの36%をメインフレームから移
行していますが、ハイブリッド環境は今後も続くでしょう。

メインフレームのモダナイゼーションには通常、3つの戦略的アプローチ
またはパターンがあり、ほとんどの組織はハイブリッドモデルでこれらを
組み合わせて使用しています。アセスメントを活用すると、適切なワーク
ロードに沿ったプラットフォームアプローチを決定しやすくなります。

パターン1: メインフレームから移行

メインフレームからの移行には選択肢があります。一部のアプリケーショ
ンとデータを移行する方法と、クラウドもしくはオンプレミスソリューショ
ンに完全に移行する方法です。既存のアプリケーションプログラミング
言語を移行して保持するか、JavaやC#などのより新しい言語にリファ
クタリングすることで、これを実現できます。また、アプリケーションコー
ドを再設計するか、アプリケーションを書き直してデータを新しいアプリ
ケーションに移行することも可能です。

パターン2: メインフレームと他のプラットフォームの統合

組織はメインフレームのデータとアプリケーションを他のプラットフォー
ムと統合し、新しいクラウドベースのアプリケーションからアクセスでき
るようにすることができます。企業は特定のニーズに応じて、メインフレー
ムを大規模なパブリッククラウドプロバイダー、プライベートクラウド、
または分散環境と統合する場合があります。AIと生成AIの継続的な進化
に伴い、このパターンの頻度が増加すると予想されます。

図3: 企業活動ではアプリケーションポートフォリオの一部が 
メインフレームから移行されている

図4: 今後もメインフレームはビジネス戦略とオペレーションに不可欠
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パターン3: メインフレームでのワークロードをモダナイズ

3つ目のパターンは、メインフレーム上のワークロードをモダナイズする
ことです。例えば、どのアプリケーションを維持、置き換え、廃止、統合す
るかを定義する（ソフトウェアの合理化）、アプリケーションのソースコー
ドをモダナイズする、または最新の言語を使用する、AIやコンテナ化な
どメインフレームで利用可能な新しいテクノロジーを活用する、などです。
現在、組織では重要なワークロードの平均56%がメインフレーム上で実
行されています。

これら3つのパターンすべてで、組織はエンタープライズ全体の
DevSecOps（開発、セキュリティ、運用）ツールとプロセスをメインフ
レーム環境と統合し、開発チームと運用チームに対してエンタープライズ
全体にわたる一貫したアプローチを実現できます。

メインフレームのモダナイゼーションに対する企業のアプローチは、少し
ずつ変化しつつあるようです。2024年には、「メインフレームでのモダナ
イズまたはクラウドとの統合に重点を置いている」という回答者が増え、
主な戦略として、メインフレームからワークロードを移行することを選択
した回答者は少なく、昨年に比べて5%低下しました（30%から25%）。
さらに、回答者の53％が今年メインフレームでの利用が増加したと回答
し、49％が「今後1年間にメインフレームの利用が再び増加する」と回答
しています。

メインフレームのモダナイゼーションに対する取り組みで、2024年も大
幅なコスト削減と収益性が実現しています。モダナイゼーションプロジェ
クトを実施している回答者は、これらのプロジェクトの平均コストが昨年
より減少した一方、「これらのプロジェクトの収益性は変わらない」または

「わずかに増加した」と回答しました。組織の報告によると、メインフレー
ムのモダナイゼーションは全体の収益性を9%、他のプラットフォームと
の統合では収益性を10%向上させ、メインフレームからの移行は利益を
12%増加させました。さらに、前述したように、これらのプロジェクトの
ROIは驚異的で、1年間で114%から225%の収益を生み出します。

「メインフレームはハイブリッド環境で重要な役割を果た
しており、今後もその役割を果たし続けるでしょう。私た
ちは、在庫管理、サプライチェーンオペレーション、財務
取引などの重要な機能については、メインフレームシステ
ムに大きく依存しています。また、さまざまな目的でクラ
ウドサービスを採用しているため、従来のメインフレーム
と最新のクラウドテクノロジーが共存するハイブリッド
環境になっています。」

 – 英国の小売企業のIT責任者
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メインフレームのモダナイゼーションに対す
る投資決定を促すビジネス上の要求上位3つ
の1つとして、セキュリティを挙げている企業
の割合

49%

3. メインフレームのモダナイゼーション投資に
おける最大の原動力はセキュリティ

2023年の調査では、ほとんどの組織にとってセキュリティがモダナイ
ゼーションの主な推進要因であることがわかりました。サイバー攻撃によ
る脅威の続発、法規制の強化、ITリスクに晒される状況の増加を踏まえ
ると、回答者にとってセキュリティは今年も重要な焦点です。調査回答者
のほぼ半数（49％）が、今後1年間のメインフレームモダナイゼーションに
対する投資の最大の推進要因として、セキュリティを挙げています。

回答者の3分の2（66％）は、メインフレームが提供する最も重要な機能
は優れた水準のセキュリティであると答え、35％は、メインフレームモダ
ナイゼーションの利点はセキュリティの向上であると回答しています。メ
インフレームをモダナイゼーションしていない組織は、セキュリティとレジ
リエンシーの課題に直面するリスクがあり、今日の脅威環境では、現状を
維持する余裕のある組織はありません。

また、セキュリティは法規制遵守の中核です。データ主権の要件ではコ
ンプライアンスとセキュリティが一体となり、回答者は「セキュリティが
メインフレームのモダナイゼーションの決定に影響する」と答えていま
す。キンドリルの調査によると、回答者の92%が法規制遵守（DORA、
NIS2、SECのサイバー規制など）に関する懸念をメインフレームのモダ
ナイゼーション戦略に織り込んでいます。規制上の懸念から、回答者の
28%はメインフレームモダナイゼーション、45%は分散型クラウドまた
はプライベートクラウド環境との統合、19%はメインフレームからワーク
ロードの移行による規制上の懸念への対処を挙げています。

「メインフレームモダナイゼーションへの投資の推進要因はセキュリティ
である」と回答した組織の68%が、セキュリティに対する取り組みの初
期段階または中間段階にあることから、今後しばらくの間は、セキュリ
ティ関連がモダナイゼーションプロジェクトの重要な推進要因となる可
能性が高いと言えます。

「私たちは、多くの場合ハイブリッドクラウドソリューショ
ンを選択します。なぜなら、機密データを安全なメインフ
レーム環境内に保ちながら、重要度の低いワークロード
に対してクラウドを活用できるからです。メインフレーム
のセキュリティと信頼性に、クラウドコンピューティング
の俊敏性と費用対効果を組み合わせたこのハイブリッド
アプローチは、運用要件とセキュリティ要件を満たすバラ
ンスの取れたソリューションを提供します。」

 – 米国の卸売企業のIT担当副社長/責任者

図5: セキュリティの必要性がメインフレームのモダナイゼーションに対 
する投資決定を後押し

法規制を遵守するための対策: 

45% 分散型クラウドもしくは
プライベートクラウド環境をさらに統合

28% メインフレーム上でのモダナイゼーションを
さらに推進

19% メインフレームから
ワークロードをさらに削減

図6: 92％の企業がメインフレームのモダナイゼーション戦略に 
規制上の懸念を抱いている
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4.

53%
従業員のうち、メインフレームの
スキルを持たない人材の割合

49%
スタッフが退職した後も 
スキルが引き継がれていない 
企業の割合

77%
アプリケーションの 
モダナイゼーションに 
外部プロバイダーを 
利用している企業の割合

スキル不足は依然として阻害要因に

今年の調査では、スキルの課題が引き続き焦点となっています。最も
広範なスキルの課題と不足は、AI /生成AI、サイバーセキュリティなど、
急速に進化する新しい分野にあることがわかりました。

「複雑なテクノロジーに効果的に対応し、実装するため
に必要なスキルセットが不足することを懸念しています。
メインフレームシステムと最先端のAI開発の両方に精通
した人材探しが非常に難しいことは、一般的に知られて
いる事実です。」

 – 米国の卸売会社の副社長

スキル不足は、メインフレームのモダナイゼーションプロジェクトの妨げ
となる可能性があります。メインフレームを他のプラットフォームと統合
しているビジネスリーダーの18％は、専門知識の不足がプロジェクト成
功を妨げる主な課題であると報告しています。また、回答者の4分の1以上

（28％）が、メインフレームを効果的にモダナイゼーションするための適
切なスキルがないことを懸念しています。

スキル不足を報告している企業の50%は、従業員の雇用やスキルアップ
によってこの問題に対処しています。サイバーセキュリティと規制遵守

（回答者の43%）、分析、AI、生成AI（38%）に関するトレーニングに対
する投資が広範に行われています。

「政府機関である私たちは、特定のスキルに関して常
に人材が不足しています。チームには、zOS、COBOL、
Python、Javaに取り組んでいるスタッフがいます。統合
を管理するパートナーとクラウドに関するスキルを持つ
パートナーがいます。たとえ関連スキルを持った人材が
社内にいない場合でも、プロバイダーにサポートを依頼
します。」

 – オーストラリアの政府機関のICTディレクター

興味深いことに、生成AIは、開発者が複雑なレガシーコードを紐解き、
モダナイズし、変換するだけでなく、アプリケーション間の依存関係を
特定し、技術文書を作成できるようにすることで、メインフレームのスキ
ル不足に対処する助けとなる可能性があります。しかし、回答者の43%
は、既存のメインフレームアプリケーションとデータにAIと生成AI機能
を活用するためのスキルが不足していると回答しています。また、回答者
の45%にとって、適切なサイバーセキュリティスキルを持つ人材を見つけ
ることが課題となっています。

企業は、十分なスキルを持つ労働力を維持しようと努力する中で、2つの
大きな困難に直面しています。新入社員にはメインフレームのスキルが不
足しており（53％）、経験豊富なスタッフが退職し、スキルが引き継がれな
いこと（49％）です。

これに対応して、組織は外部企業のサポートを求めています。昨年と比較し
て、メインフレームのモダナイゼーションプロジェクトを実施するために外
部プロバイダーを利用している組織（77%）がわずかに増加しました。人
材の不足は依然として問題ですが、企業はモダナイゼーションに着手する
ために必要なスキルにアクセスできると確信しているようです。

「メインフレームインフラストラクチャーをモダナイズする
には、最先端のテクノロジーと方法論が必要です。外部プ
ロバイダーでは、それを提供する体制が整っています。こ
れらの外部プロバイダーと提携することで、社内では利
用できない最先端のソリューションと革新的なアプロー
チを活用することができます。外部プロバイダーと連携す
ることで、テクノロジーの革新を推進し、モダナイゼーショ
ンの目標を効果的に達成する能力が向上します。」

 – ドイツの旅行会社でIT部門の責任者

図7: 優秀な労働力を維持するための最重要課題

図8: アプリケーションのモダナイゼーションでの外部パートナーの活用
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5.

「これからのメインフレームテクノロジーは、従来のオン
プレミスシステムとクラウドベースのソリューションを融
合させたハイブリッド環境の中で、明るい未来を迎える
でしょう。このシナリオでは、システムの監視が非常に重
要になります。メインフレームモダナイゼーションを始め

て以来、イベント、パフォーマンス、統合に関する洞察を
集約するために多くの変更を加えてきました。」

 – 米国の金融機関の投資家および戦略アドバイザー

企業全体の可観測性は必要不可欠

回答者のほとんどがハイブリッドアプローチを選択したため、ハイブリッ
ド環境全体での運用の監視という共通の課題にも直面しました。回答
者の92%は、ハイブリッド環境全体の運用を監視するために単一のダッ
シュボードを持つことが重要であると述べています。しかし、85%はこ
れを実現するのが難しいと感じています。調査回答者は、このようなダッ
シュボードはインフラストラクチャのパフォーマンス（54%）、ITサービ
ス管理との統合（49%）、アプリケーションのパフォーマンス（45%）を
監視する上で役立つと回答しています。

複数のプラットフォームを備えたハイブリッドIT環境に可観測性を組み
込むことには、多くの利点があります。ITインフラに対するリアルタイム
の洞察とコントロールの拡大により、企業は生産性と効率を高め、より良
いビジネス成果を推進することができます。

可視性を高めることで、データの収集、イベント処理、分析、自動化が容
易になります。このような継続的な運用改善により、企業はソフトウェア
インベントリーを把握し、冗長性を排除したり、コマンド入力を自動化
してトラブルシューティングを迅速に行うことができるようになります。
最後に、IT環境全体の可観測性は、日々のパフォーマンスを向上させ、
テクノロジーとビジネスの優先事項を確実に一致させる上で役立ちます。

まとめ

60年にわたるサービスを経た今でも、メインフレームは多くの企業のハ
イブリッドIT環境の重要な柱です。AI、生成AI、分散コンピューティン
グ、パブリッククラウドの時代にあっても、メインフレームが未だに放つ
魅力、つまりその高水準のセキュリティ、信頼性、パフォーマンスにより、
今後も回答者が組織内でメインフレームのモダナイゼーションを推進す
るようになっています。

広範な変革に対する取り組みのおかげで、メインフレームは、多くの場
合ハイブリッド環境の中で、新たなテクノロジーで新ユースケースに対応
するように変化しています。多くの目標は戦略的です。具体的には、メイ
ンフレームの強みを活用すると同時に、クラウドの柔軟性とスケーラビリ
ティを活用することです。しかし、企業がメインフレームのモダナイゼー
ションに取り組んでわずか1年で3桁の利益を上げているという、ビジネ
ス上のメリットに直接つながる点も印象的です。上記のような動向から、
メインフレームのモダナイゼーションに対する魅力と導入に対する切迫
感がさらに高まっています。メインフレームは、企業の最もミッションク
リティカルなテクノロジーに関するニーズの中核的な基盤として機能しな
がら、進化を続けています。
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図9: 調査対象の企業の統計

3億1600万ドル
IT予算平均

4億4400万ドル 大企業IT予算平均

2,100万ドル 中堅企業IT予算平均

グローバル 
売り上げ規模

中堅企業 
5000万～ 
9億9900万ドル

大企業 
10億ドル以上

60%

40%

39億ドル
売上高平均（グローバル）

56億ドル 大企業売上高平均（グローバル）

2億4000万ドル 中堅企業売上高平均（グローバル）

従業員規模

中堅企業 
従業員数 
101人～1,000人

大企業 
従業員数 
1000人以上

70%

30%

本調査について

調査対象となった500人のリーダーには、グローバル平均売上高39億
米ドルの大企業と中堅企業で働く、ITの上級意思決定者と業務部門の
リーダーが含まれています。北米（25％）、中南米（24％）、アジア太平
洋地域（26％）、ヨーロッパ（25％）を拠点とする組織を率いており、銀
行・金融サービス、小売、通信・メディア、ヘルスケア、保険、製造、自動
車、化学、石油・ガス、旅行・運輸、連邦・政府機関などの業界で従事し
ています。最高情報責任者（CIO）、最高技術責任者（CTO）、IT部門副
社長／部門長、業務部門や管理部門などの役職に就き、回答者の48％
が幹部職です。回答者の全てがメインフレームの戦略や運用に関する最
終的な意思決定者、意思決定チームの一員、重要な影響力を持つ、また
は部分的な影響力を持つ役割です。

キンドリルは、世界60カ国以上で数千社のお客様にサービスを提供する、
世界最大のITインフラサービスのプロバイダーです。詳しくは 
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